
■27年度予算に対する附帯決議  (H27.3)

対　　応 担当課

(1)子育て支
援の拡充

　平成２８年度から乳幼児医療費助成事業及び子
ども医療費助成事業の拡充を図るとともに、地域
型保育事業の運営支援、放課後児童クラブの整備
や運営体制の強化、支援員の処遇改善を行う。
　また、妊娠期から子育て期まで、切れ目のない
支援を行う「子育て世代包括支援センター」を保
健センター内に配置するとともに、子育て世代の
交流促進、相談支援をワンストップで総合的に行
うことができる「子育て総合支援センター」の整
備に着手することとする。

こども福祉課

(2)地方創生
総合戦略計画
の早期策定

　平成２８年１月末に素案を策定し、２月１５日
から３月１５日までの間パブリックコメントの実
施を行い、３月中に策定を終えることとする。

企画課

(3)定住促進
事業の推進

　本市総合戦略では、人口増を目的とした４つの
基本目標を掲げている。
　このうち平成２８年度は、乳幼児医療費助成の
拡充、子ども医療費助成制度の拡充、子育て総合
支援センターの設置など結婚・出産・子育ての希
望をかなえるという基本目標において重点的に取
組を充実させており、平成２９年度以降も基本目
標に基づき積極的に具体的施策を実施していく。

企画課

2

平成２８年度からサポート寄附（ふるさと納
税）の寄附者へ、地元業者が取り扱っている特産
品等を返礼品として送付する「ふるさと山陽小野
田応援事業」を実施することとする。これにより
地元特産品等の全国的なＰＲも可能となる。

企画課

3

　プレミアム付商品券事業については、４００を
越える事業所・店舗が登録し、約４億２千万円が
利用され、地域消費の拡大に効果があった。
　地域通貨については、プレミアム付商品券事業
のノウハウを踏まえ、今後、発行額の拡大を進め
商業振興を図る。

商工労働課

4

　地域公共交通の活性化・再生に取り組むため、
本市における公共交通の役割を明確にし、まちづ
くりに寄与する「山陽小野田市地域公共交通網形
成計画」を策定し、持続可能な公共交通の形成に
努める。

商工労働課

5

　毎年度実施している「人事ヒアリング」等を通
じて、事務内容と事務量を把握したうえで、平成
２７年度においては高齢福祉課と障害福祉課の分
割と組織改編を行った。
　平成２８年度においては文化やスポーツによる
まちづくりを積極的に推進するための組織とし
て、新たな部を創設するなど組織体制の見直しを
行うとともに、定員適正化計画に基づき、業務量
に応じた人員配置を行う。

人事課

6
　総合戦略の着実な推進を図るため、市長を本部
長とする「山陽小野田市地方創生推進本部」によ
り総合的な進行管理を行う。

企画課

地方創生事業については、全
庁的な体制を確立し、効率か
つ迅速な取り組みを図るこ
と。

内　　容

1

人口増につな
がる積極的な
施策の展開を
図ること。

ふるさと寄附金の拡充を図
り、観光振興にも結びつけ、
もって情報発信に資するこ
と。

プレミアム付商品券の活用を
図り、地域通貨の拡充にもつ
なげ、地域振興の活性化を図
ること。

実効性のある計画作成に努
め、本市全体の公共交通体系
の基本理念を確立すること。

機能的で機動力ある組織機構
の確立と事務量と事務の内容
に即した人的配置に努めるこ
と。



■26年度決算認定に対する附帯決議  (H27.9)

内　　容 対　　応 担当課

1

事業評価を適正に行えるよ
う、事務事業評価方法をさ
らに改善するとともにその
評価を次年度以降の事業に
確実に結びつけられるよう
にすること。

　事務事業評価において、担当課は活動指標や成果
指標の達成率をもとに、課題、今後の方向性を検証
し、これを踏まえて、次々年度以降の実施計画書を
作成している。予算編成に向けた実施計画書の評価
作業は、これらの検証結果も考慮しながら行ってい
る。
　事務事業評価シートについては、今後も活動指標
や成果指標の設定内容を充実させるなど必要に応じ
た改善を図る。

企画課

2

人口減少に歯止めをかけ、
定住促進を図るため、新た
な転入促進事業を早急に実
施すること。

　本市総合戦略（素案）では、人口増を目的とした
４つの基本目標を掲げている。
　このうち平成２８年度は、乳幼児医療費助成の拡
充、子ども医療費助成制度の拡充、子育て総合支援
センターの設置など結婚・出産・子育ての希望をか
なえるという基本目標において重点的に取組を充実
させており、平成２９年度以降も基本目標に基づき
積極的に具体的施策を実施していく。

企画課

3

少子化対策の重要な位置付
けとして、乳幼児医療費助
成制度拡充事業を他市に劣
らないものに充実させるこ
と。

　平成２８年８月診療分から、乳幼児医療費助成事
業について、所得制限（市民税所得割136,700円
超）を撤廃することにより、未就学児をもつ全ての
子育て世代の医療費負担をなくすこととする。
　また、子ども医療費助成事業について、現在の対
象者である小学１年生から３年生までを、中学３年
生までに拡充することにより、子育て世代に係る医
療費負担のさらなる軽減を図ることにより、子育て
支援の充実を図ることとする。

こども福祉課

4

一向に進まない地域公共交
通活性化事業の早期遂行を
図り、本市の交通体系を確
立すること。

　今年度、公共交通の既存計画である「山陽小野田
市地域公共交通総合連携計画」の考え方を反映・改
善した「山陽小野田市地域公共交通網形成計画」を
策定中であり、今後は、この計画に掲げた事業の実
現に向けて取り組む。

商工労働課



■26年度決算認定に対する附帯決議  (H27.9)

内　　容 対　　応 担当課

1

事業評価を適正に行えるよ
う、事務事業評価方法をさ
らに改善するとともにその
評価を次年度以降の事業に
確実に結びつけられるよう
にすること。

　事務事業評価において、担当課は活動指標や成果
指標の達成率をもとに、課題、今後の方向性を検証
し、これを踏まえて、次々年度以降の実施計画書を
作成している。予算編成に向けた実施計画書の評価
作業は、これらの検証結果も考慮しながら行ってい
る。
　事務事業評価シートについては、今後も活動指標
や成果指標の設定内容を充実させるなど必要に応じ
た改善を図る。

企画課

2

人口減少に歯止めをかけ、
定住促進を図るため、新た
な転入促進事業を早急に実
施すること。

　本市総合戦略（素案）では、人口増を目的とした
４つの基本目標を掲げている。
　このうち平成２８年度は、乳幼児医療費助成の拡
充、子ども医療費助成制度の拡充、子育て総合支援
センターの設置など結婚・出産・子育ての希望をか
なえるという基本目標において重点的に取組を充実
させており、平成２９年度以降も基本目標に基づき
積極的に具体的施策を実施していく。

企画課

3

少子化対策の重要な位置付
けとして、乳幼児医療費助
成制度拡充事業を他市に劣
らないものに充実させるこ
と。

　平成２８年８月診療分から、乳幼児医療費助成事
業について、所得制限（市民税所得割136,700円
超）を撤廃することにより、未就学児をもつ全ての
子育て世代の医療費負担をなくすこととする。
　また、子ども医療費助成事業について、現在の対
象者である小学１年生から３年生までを、中学３年
生までに拡充することにより、子育て世代に係る医
療費負担のさらなる軽減を図ることにより、子育て
支援の充実を図ることとする。

こども福祉課

4

一向に進まない地域公共交
通活性化事業の早期遂行を
図り、本市の交通体系を確
立すること。

　今年度、公共交通の既存計画である「山陽小野田
市地域公共交通総合連携計画」の考え方を反映・改
善した「山陽小野田市地域公共交通網形成計画」を
策定中であり、今後は、この計画に掲げた事業の実
現に向けて取り組む。

商工労働課
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評価項目の変更について                                       

～平成２５年度  平成２６年度 平成２７年度 

評価項目 配点 視点 評価項目 配点 評価項目 配点 

計画性・熟度 ５ 

妥当性 

目的の妥当性 ３ 目的の妥当性 ５ 

緊急性 ５ 自治体関与の妥当性 ３ 自治体関与の妥当性 ５ 

環境要因 ５ 対象（受益者）の妥当性 ３ 対象（受益者）の妥当性 ５ 

合意形成 ５ 

有効性 

目標達成度 ３ 事業の優先度 ５ 

市民サービスの公平化 ５ 類似事業の存在 ２ 類似事業の存在 ５ 

財源対策 ５ 上位施策への貢献度 ３ 個別計画・政策との整合性 ５ 

  

効率性 

実施主体の適正化 ３ 実施主体の適正化 ３ 

  負担割合の適正化 ３ 受益者負担の適正化 ３ 

  コスト効率 ３ コスト効率 ３ 

満点 ３０  満点 ２６ 満点 ３９ 

  ○平成２５年度 評価点は、５点・３点・１点。 

  ○平成２６年度 評価点は、３点・２点・１点。事業により満点が２６点、２３点、２０点となる。詳細は次のとおり。 

①新規事業の場合や目標設定がそぐわない事業の場合は、「目標達成度」が評価できないため、２３点満点。②施策体系外の事

業の場合は、「上位施策への貢献度」が評価できないため、２３点満点。①及び②に該当する事業の場合は、２０点満点。 

なお、さらに「当該事業を翌年度に実施すべきか」という観点から次の評価を加えて、最終的な評価結果を決定した。 

Ａ 計画的な支出が必要な事業（１～３）、Ｂ 対応が必要な事業（１～４）、Ｃ 市の裁量による事業（１～５） 

  ○平成２７年度 評価点は ５点・３点・１点。全事業が３９点満点となる。 
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事務事業の評価項目ごとの評価表

視点

評価項目
目的の
妥当性

自治体関与
の妥当性

対象（受益者）
の妥当性

事業の優先度 類似事業の存在
個別計画・政策
との整合性

実施主体
の適正化

受益者負担
の適正化

コスト効率

内容
目的が総合計画の趣旨に
沿い、事務事業の意図は住
民ニーズを踏まえているか

市が関与する（職員人件費
又は予算を支出する）べき
ものか

対象（受益者）の範囲は、住
民ニーズや目的（意図）の
達成に照らして、適切か

他の事業と比較して、優先
的に実施すべき理由がある
か

他の実施機関・市以外の団
体が同種・同類の事業を
行っていないか

計画的に実施すべき事業又
は政策に合致する事業か

事務事業の実施主体を変
更することにより、事務事業
の質を維持し、又は向上さ
せつつ経費を削減できるか

受益者負担は適正か

事務事業の過程に無駄は
ないか。業務の改善により、
成果を落とさずにコスト削減
が可能か

５点

目的（意図）の達成が総合
計画の施策に沿い、これを
望む住民ニーズが高い事業

※住民ニーズが高いことの
理由となるアンケート等を記
入すること。

法令等、市条例、市規則又
は市要綱により義務付けら
れている事業

※義務付けている法令等、
市条例、市規則又は市要綱
の名称を記入すること。

対象とする人やものの範囲
が適切に設定されている事
業

法律に基づく負担金事業

国・県の主要事業の実施に
伴う事業であり、市が実施し
なければ事業効果に著しい
影響が生じる事業

償還金支払事業

法令等、市条例、市規則又
は市要綱により義務付けら
れている事業

債務負担行為を既に設定し
ている事業

関係機関からの指示・指導
等がある点検・整備事業
（実施しないことが法令違反
になるもの）

防災事業等の市民生活の
安全確保のための事業で
速やかに実施しなければ市
民生活の安全が図れない
事業

行っていない

個別の計画に具体的に登
載されている事業

国の政策・県の政策・市の
政策に合致している事業

※いずれも計画名、政策等
の名称を記入すること。

３点
目的（意図）の達成が総合
計画の施策に沿う事業

法令等、市条例、市規則又
は市要綱により定められて
いる事業

※定めている法令等、市条
例又は市要綱の名称を記
入すること。

対象とする人やものの範囲
を絞り込む、又は拡大する
余地がある事業

国・県の主要事業の実施に
伴い市が実施する事業

法令等、市条例、市規則又
は市要綱により定められて
いる事業

防災事業等の市民生活の
安全確保のための事業

実施しないことで後年度に
不利益を被る事業

民間委託又は指定管理者
制度が既に導入されている
事業

法令上、住民・ＮＰＯ・民間
等の外部の活用が認めら
れていない事業

受益者負担を適正に求めて
いる事業又は求めることが
適当でない事業

既にコスト削減が図られて
おり、コスト削減の余地がな
い事業

１点

既に目的（意図）を達成して
いるため終了を検討すべき
事業

過去3年間の目的（意図）の
達成度が低いまま推移して
いる事業

法令等、市条例、市規則又
は市要綱に定めのない事
業

目的（意図）と照らし合わせ
て、対象とする人やものの
範囲を再検討すべき事業

実施すべき事業であるが緊
急性が低く、後年度の実施
を検討すべき事業

行っている

※行っている場合は、実施
主体名及び事業名を記入す
ること。

個別計画に登載されていな
い事業

個別計画がない事業

民間委託又は指定管理者
制度の導入を検討する余地
が残されている事業

早急に民間委託又は指定
管理者制度の導入を検討
すべき事業

受益者負担を求めていない
事業

受益者負担を求めることが
必要であるにもかかわらず
措置がされていない事業

コスト削減の余地がある事
業（実施内容又は実施手段
の適正化、電子化、人員の
見直し等）

妥当性 効率性有効性



基　金　の　状　況 平成２８年３月９日　時点

●普通会計の基金 （単位：千円）

積立金 取崩額 積立金 取崩額

1 山陽新幹線厚狭駅整備基金 現金 60,173 29 0 60,202 29 0 60,231

2 地域福祉基金 現金 63,907 26 60,000 3,933 2 0 3,935

3 労働施設積立基金 現金 46,241 14 0 46,255 14 13,000 33,269

4 新山野井工業団地かんがい 揚水施設維持管理基金 現金 18,098 7 58 18,047 7 60 17,994

5 津布田一丁田かんがい 排水施設維持管理運営基金 現金 58,024 24 300 57,748 24 300 57,472

6 公共施設整備基金 現金 22,984 10 0 22,994 10 0 23,004

7 退職手当基金 現金 527,428 70,212 0 597,640 240 0 597,880

8 交通遺児基金 現金 13,240 6 6 13,240 6 6 13,240

9 教育文化振興基金 現金 153,553 100 100 153,553 130 130 153,553

証券 300 0 0 300 0 0 300

計 153,853 100 100 153,853 130 130 153,853

10 電源立地振興基金 現金 6,393 3 2,800 3,596 1 3,598 -1

11 一般廃棄物処理施設等整備基金 現金 889 1 0 890 1 0 891

12 まちづくり魅力基金 現金 1,511,276 3,605 62,913 1,451,968 3,579 60,000 1,395,547

13 ふるさと支援基金 現金 22,068 5,009 0 27,077 15,011 9,132 32,956

14 江汐公園施設整備基金 現金 30,003 15,012 0 45,015 15,019 1,200 58,834

15 公立大学法人運営基金 現金 1,210,400 0 1,210,400

16 県収入証紙購入基金 現金 6,000 0 0 6,000 0 0 6,000

現金 2,540,276 94,058 126,177 2,508,157 1,244,473 87,426 3,665,204

証券 300 0 0 300 0 0 300

計 2,540,576 94,058 126,177 2,508,457 1,244,473 87,426 3,665,504

17 財政調整基金 現金 2,853,172 963,965 0 3,817,137 1,218 196,000 3,622,355

18 減債基金 現金 623,527 239 37,508 586,258 235 9,420 577,073

現金 6,016,976 1,058,262 163,685 6,911,553 1,245,926 292,846 7,864,633

証券 300 0 0 300 0 0 300

計 6,017,276 1,058,262 163,685 6,911,853 1,245,926 292,846 7,864,933

※各基金ごとに千円以下を四捨五入しているため、計と一致しないことがあります。

※年度末残高見込額は、予算上の数値です。（平成27年度：3月補正後、平成28年度：当初予算）

２６年度末

残　　　　高

２７年度末

残高見込額

２８年度末

残高見込額

特目基金合計

普通会計の基金の計

NO 基金の名称
基金の

管理状況































○予算及び実績 （単位：千円）

年度 内訳
21 一般

一般
災害
計

23 一般
24 一般
25 一般
26 一般
27 一般

○申請及び助成件数

年度 内訳 1万円 2万円 3万円 4万円 5万円 6万円 7万円 10万円
21 一般 102 39 25 137

一般 18 14 70
災害 21 20 19 139
計 39 34 89 139

23 一般 4 14 13 7 22 5 107
24 一般 2 10 13 7 8 14 76
25 一般 6 11 14 11 15 9 107
26 一般 1 9 15 14 15 15 101
27 一般 4 5 19 17 14 7 107

17 49 215 56 147 50 612 276
※平成23年度の助成件数の内訳は、助成金額を万単位に四捨五入して整理している。

○再リフォーム
小

年度 内訳 21 22 23 24 25 26 計
22 一般 0
23 一般 10 10
24 一般 0
25 一般 0
26 一般 11 8 3 4 26
27 一般 2 2 2 4 5 15

○事務日数

年度 内訳
23 一般
24 一般
25 一般
26 一般
27 一般

山陽小野田市住宅リフォーム資金助成事業実績

2016/2/29建築住宅課作成 

実施 予算
助成金額 工事金額

費用対
当初 ６月補 ９月補 12月補 ３月補 合計 効果

0 0 7,000 7,000 7,000 21,000 20,460 221,646 11 倍

22
－ － － － － 6,140 106,123 17 倍
－ － － － － 16,860 313,321 19 倍

0 0 25,000 500 0 25,500 23,000 419,444 18 倍
0 0 10,070 0 0 10,070 9,836 178,979 18 倍

7,450 121,404 16 倍
8,000 2,000 0 0 0 10,000 9,920

0 8,000 0 0 0 8,000
172,215 17 倍

10,000 0 0 0 0 10,000 9,920 174,890 18 倍
10,000 0 0 0 0 10,000 10,000 162,348 16 倍

90,586 1,450,926 16 倍

実施 受付期間 申請 助成 助成件数の内訳（助成金額別）

合　計 28,000 10,000 42,070 7,500 7,000

開始 終了 件数 件数
10/13 12/18 311 303

94,570

－ 314 301
11/1 1/20 178 172

22
12/1 2/28 111 102
10/1 11/30 203 199
－

5/1 11/26 175 170
5/1 11/19 183 173

8/20 2/12 137 130
6/3 12/2 173 173

実施 事務 受付から工事着手までの日数

件数 平均 最長 最短

合　計 － － 1,471 1,422

実施 これまでに助成を受けた年度 再リフォーム

172 7 14 3
130 10 20 1

件数

51

170 18 33 5
173 16 26 8

173 7 16 2



平成２８年　２月２９日現在
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３／8現在
回収枚数：１３０枚

1)住宅リフォーム資金助成事業をどこで知りましたか？ 3)申請書類の作成について

1 広報 25 1 複雑 4
2 6 2 やや複雑 15
3 新聞 2 3 普通 53
4 友人・知人 6 4 やや単純 0
5 施工業者 93 5 単純 0
6 その他 3 6 施工業者が作成 59
・娘婿 7 その他 2
・家族 ・数が多くて面倒
・親戚が数年前に利用した ・知り合いに教えてもらった

4)助成対象工事の条件について

2）今回、リフォーム工事をしようと思ったきっかけ 1 厳しい 1
2 19

1 もともと予定があった 93 3 普通 108
2 助成事業があったから 23 4 やや緩い 1
3 その他 15 5 緩い 0
・娘婿にすすめられて
・雨漏りがしてきたから
・給湯器が故障した
・トイレの故障
・介護者の介助をするため
・合同ガスのチラシを見て
・迷っていたが助成があることを知り決意
・台風15号により被災
・施工業者まかせ
・肩が悪い（右肩が使えないから）
・業者からすすめられて決意

5)施工業者の条件について

1 厳しい 0
2 5
3 普通 120
4 やや緩い 0
5 緩い 0

平成２７年度　アンケート集計結果　（申請者用）

市ホームページ

・台所は築45年全く修理してなく、不便で
寒く自分達も老いて今のうちにしないと今
後は無理（体力他）と思え、手すりをつけ
たり段差をなくして便利にしたかった。

やや厳しい

やや厳しい

広報
19%

市ホーム

ページ
4%

新聞
2%

友人・知人
4%

施工業者
69%

その他
2%

１）住宅リフォーム資金助成金事業を

どこで知ったか

広報 市ホームページ 新聞

友人・知人 施工業者 その他

厳しい
0%

やや厳しい
4%

普通
96%

やや緩い
0%

緩い
0%

５）施工業者の条件について

厳しい やや厳しい 普通 やや緩い 緩い

複雑
3%

やや複雑
11%

普通
40%

やや単純
0%

単純
0%

施工業者

が作成
44%

その他
2%

３）申請書類の作成について

複雑 やや複雑 普通
やや単純 単純 施工業者が作成
その他

もともと予定

があった
71%

助成事業が

あったから
18%

その他
11%

２）リフォーム工事をしようと思った

きっかけ

もともと予定があった 助成事業があったから その他

厳しい
1%

やや厳しい
15%

普通
83%

やや緩い
1%

緩い
0%

４）助成対象工事の条件について

厳しい やや厳しい 普通 やや緩い 緩い



6)助成額について 8）ご意見等
・ 助成事業に感謝しています。ありがとうございました。

1 満足 12 ・
2 やや満足 13
3 普通 63 ・ この制度に感謝しております。
4 やや不満 39 ・ 助成金制度ありがたく思います。
5 不満 2 ・ 年２回の助成ができるよう予算を増やしてほしい。

・ 梅雨に入ったので少し長くなりましたが、仕事が熱いので満足しています。
Ｄ社でよかった。

・ 施工業者が余り知らなかったので申請するのに手間取ったが、大変協力的でした。

・ 助成金があって助かりました。
・
・
・
・
・

・
・

7)今後の、この制度の継続について ・

1 希望する 126 ・
2 希望しない 2 ・
3 その他 0 ・

少しでも助成があることはありがたいです。
資金助成事業はこれからも続けてほしいと思います。少しでも助かります。

知らなかったので大変助かりました。

資金助成はとても嬉しく助かります。3,5の質問はどういう事を問うているか理解できま
せんでした。

申請してから許可が出るまで時間がかかり困ったが、業者が大変丁寧な工事をしてくださ
り感謝している。

助成額の７万円はありがとうございます。工事額の大きい場合は増額をお願いしたい。
例：５００万以上とか１０００万以上の場合

助成金額増を願う。

工事金額に応じて助成金額の増減があると良いと思います。
助成制度を通年でお願いしたい。
毎年利用できると良いですね。

消費税の出費があるため少しでも助かります。

リフォーム資金助成事業を利用させていただきありがとうございます。これからも多くの
市民のために宜しくお願い申し上げます。

市の財政に問題がなければ、大きな負担にならなければ良いのですが。

希望する
98%

希望しない
2%

その他
0%

７）今後の制度継続について

希望する 希望しない その他

満足
9%

やや満足
10%

普通
49%

やや不満
30%

不満
2%

６）助成額について

満足 やや満足 普通 やや不満 不満



３／８現在
回収枚数：1１６枚

1)住宅リフォーム資金助成事業をどこで知りましたか？ 4)助成対象工事の条件について

1 広報 71 1 厳しい 1
2 市ホームページ 35 2 やや厳しい 12
3 新聞 0 3 普通 102
4 友人・知人 11 4 やや緩い 0
5 施工業者 6 5 緩い 1
6 その他 9
・市職員
・施主
・組合（要請）

2)リフォーム工事を受注したきっかけ 5)施工業者の条件について

1 施主からの依頼 71 1 厳しい 1
2 やや厳しい 2
3 普通 111

3 その他 7 4 やや緩い 1
・ユーザーからの紹介 5 緩い 1
・施主の知人から
・紹介
・ＯＢ施主様紹介

3)申請書類の作成について 6)助成額について

1 複雑 2 1 満足 4
2 やや複雑 18 2 やや満足 12
3 普通 96 3 普通 64
4 やや単純 0 4 やや不満 31
5 単純 0 5 不満 5

2

平成２７年度　アンケート集計結果　（施工業者用）

リフォーム資金助成事業を利
用した営業活動

39

厳しい…

やや厳しい
10%

普通
88%

やや緩い
0%

緩い
1%

４）助成対象工事の条件について

厳しい やや厳しい 普通 やや緩い 緩い

満足
4%

やや満足
10%

普通
55%

やや不満
27%

不満
4%

６）助成額について

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

複雑
2%

やや複雑
15%

普通
83%

やや単純
0%

単純…

３）申請書類の作成について

複雑 やや複雑 普通 やや単純 単純

施主からの依頼
61%

リフォーム資金助

成事業を利用した

営業活動
33%

その他
6%

２）リフォーム工事を受注したきっかけ

施主からの依頼

リフォーム資金助成事業を利用した営業活動

その他

厳しい
1%

やや厳しい
2%

普通
95%

やや緩い
1%

緩い
1%

５）施工業者の条件について

厳しい やや厳しい 普通 やや緩い 緩い

広報

54%市ホーム

ページ

26%

新聞
0%

友人・知人
8%

施工業者
5%

その他
7%

広報 市ホームページ 新聞

友人・知人 施工業者 その他

１）住宅リフォーム資金助成事業をどこでしったか



7)今後の、この制度の継続について 10)今回のリフォーム工事を利用して、この制度を改善するとしたら最も重要と思われる
　ものはどれか。その理由。

1 希望する 114
2 希望しない 0 1 申請書類の簡素化 22
3 その他 2 2 対象工事の拡大 31
・施主希望のみ 3 助成額の増 35
・どちらでもない

5 通年を通しての募集 63
6 その他 0

1　に対するご意見
・内示額通知書、交付決定通知書添付の簡素化
・複雑すぎる
・多忙な時期にお客様と市役所への行き来が大変

3　に対するご意見
・高額工事（１００万円）に対して７万円の助成は
低すぎ
・工事費１００万円までは助成額１０%

8)今回のリフォーム工事で、仕事の増につながったか
5　に対するご意見

1 思う 95 ・早い者からなくなるので
2 思わない 16 ・助成金があると、リフォームもすすめやすくなる
3 その他 5
・わからない
・前々から工事が決まっていた
・よくわからない 11）ご意見等

・ 助成額が増すと工事も拡大すると思う。
・ ありがとうございました。
・ 毎年継続して下さい。
・ 仕事確保につながる制度です。ぜひ継続してお願いしたいと思います。
・ 工事中の写真撮影が、工事でゴタゴタしている中での撮影なので、難しい面があります。
・ 山陽小野田のお客様は春先に工事をしたくても助成金の補助の時期まで待っていただいています。
年間を通じての助成金を希望します。工事期間が限られてしまう。

・ 大変ありがたい制度です。営業に役立ちます。
・ 業者として大変ありがたい制度です。是非継続していただきたいと思います。
・ ぜひ継続を願う。
・ 見積もりを施主に出した時点で施主は早くしたいのですが、もっと早く助成金内示額通知書が出せないのでしょうか。
２０日かかっています。

・ 急ぐ工事もありますので書類提出後約一週間で通知して欲しい。
9)今回のリフォーム工事で、新規顧客ができたか ・ 助成金時期が良く分からない。忘れた頃に始まっている為、通年でやってもらえると効果が大きく

なると思います。
1 思う 71
2 思わない 33
3 その他 10
・リピーターのお客様ですが、リフォームを
　お考えになるきっかけになるので有難い
・前からのお客様
・わからない
・前々から工事が決まっていた
・リピーターの為

4
助成対象となる限度
額の引き下げ

0

希望する
98%

希望しない
0%

その他
2%

７）今後の制度継続について

希望する 希望しない その他

思う
82%

思わない
14%

その他
4%

思う 思わない その他

８）今回のリフォーム工事で仕事増につながったか

思う
62%

思わない
29%

その他
9%

思う 思わない その他

申請書類の

簡素化
15%

対象工事の

拡大
20%

助成額の増
23%

助成対象となる

限度額の引き下

げ
0%

通年を通して

の募集
42%

その他
0%

申請書類の簡素化

対象工事の拡大
助成額の増

助成対象となる限度額の引き下げ

通年を通しての募集

１０）制度を改善するとしたら最も重要なのはどれか

９）今回のリフォーム工事で新規顧客が出来たか



■平成２８年度一般会計当初予算【歳入：市税関係】説明資料

比　較

金　額 構成比
（％）

金　額 構成比
（％）

増減額

１　市税 9,680,587 100.00 9,544,469 100.00 136,118

１　市民税 3,780,967 39.06 3,667,041 38.44 113,926

１　個人 2,699,276 27.89 2,687,669 28.17 11,607

2,663,624 27.52 2,648,529 27.76 15,095

104,126 1.08 103,427 1.09 699

2,559,498 26.44 2,545,102 26.67 14,396 個人所得の増加

35,652 0.37 39,140 0.41 ▲ 3,488 調定見込額の減少

２　法人 1,081,691 11.17 979,372 10.27 102,319

1,080,617 11.16 978,198 10.26 102,419

170,116 1.76 162,477 1.71 7,639

910,501 9.40 815,721 8.55 94,780 企業収入が堅調

1,074 0.01 1,174 0.01 ▲ 100

２　固定資産税 4,705,661 48.61 4,700,172 49.24 5,489

１　固定資産税 4,678,553 48.33 4,671,782 48.94 6,771

4,643,006 47.96 4,627,878 48.48 15,128

1,135,759 11.73 1,156,963 12.12 ▲ 21,204 地価下落継続

1,666,882 17.22 1,597,180 16.73 69,702 新築・増築増加

1,840,365 19.01 1,873,735 19.63 ▲ 33,370 設備投資の鈍化

35,547 0.37 43,904 0.46 ▲ 8,357 調定見込額の減少

2 27,108 0.28 28,390 0.30 ▲ 1,282

27,108 0.28 28,390 0.30 ▲ 1,282

３　軽自動車税 148,117 1.53 146,703 1.54 1,414

１　軽自動車税 148,117 1.53 146,703 1.54 1,414

145,733 1.51 144,269 1.51 1,464

5,608 0.06 5,808 0.06 ▲ 200

133,162 1.38 131,415 1.38 1,747

3,043 0.03 3,023 0.03 20

3,920 0.04 4,023 0.04 ▲ 103

2,384 0.02 2,434 0.03 ▲ 50

４　市たばこ税 498,657 5.15 491,426 5.13 7,231

１　市たばこ税 498,657 5.15 491,426 5.13 7,231

498,657 5.15 491,426 5.13 7,231

481,520 4.97 476,657 4.98 4,863

17,137 0.18 14,769 0.15 2,368 税率改定による

５　入湯税 6,106 0.06 6,558 0.07 ▲ 452

１　入湯税 6,106 0.06 6,558 0.07 ▲ 452

6,106 0.06 6,558 0.07 ▲ 452 入湯客の減少

６　都市計画税 541,079 5.59 532,569 5.58 8,510

１　都市計画税 541,079 5.59 532,569 5.58 8,510

535,690 5.53 525,258 5.50 10,432

240,032 2.48 242,895 2.54 ▲ 2,863 地価下落継続

295,658 3.05 282,363 2.96 13,295 新築・増築増加

5,389 0.06 7,311 0.08 ▲ 1,922 調定見込額の減少

1　現年課税分

土地

家屋

2　滞納繰越分

二輪小型自動車

2　滞納繰越分

1　現年課税分

旧三級品以外

旧三級品

1　現年課税分

小型特殊自動車

2　滞納繰越分

1　現年課税分

土地

家屋

償却資産

2　滞納繰越分

国有資産等所在市町村交付金

1　現年課税分

1　現年課税分

原動機付自転車

軽自動車

法人税割

款・項・目・節
平成２８年度 平成２７年度

摘　　　　要

1　現年課税分

個人均等割

個人所得割

2　滞納繰越分

1　現年課税分

法人均等割

（単位：千円）


